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女性の晩婚化 は 少子化の原因？
福岡で開催された 1月 15日の講演会で自民党副総裁の麻生氏が「少子化の最大の原因は女性

の晩婚化」断言したそうです。少子化は女性のせいだといってるようなものです。結婚年齢が 30
歳過ぎると20歳代の結婚に比べると妊娠出産可能な期間は短くなり、その回数も自ずと少なく

なります。単純に考えるとそうか晩婚化が原因か？と思いますが、本当にそうでしょうか？女性の晩婚化は

日本に限ったことではありません。日本の平均結婚年齢は 29.4歳ですが、イギリスは 31.5歳、フランスは 32.8
歳、スエーデン 34.0 歳と日本より晩婚ですが、いずれも日本より出生率は高いそうです。ですから晩婚化
が少子化に必ずしもつながらないのです。若者が結婚をためらったり、結婚しても子どもをもうけない、あ

るいは 1人だけにするのか？そこを深く掘り下げずに、晩婚化が問題と捉えている政治家達には少子化を改
善させることはできないでしょう。

少子化の問題は「若者の貧困」が大きく影響していると言われています。非正規雇用によ

る低賃金や雇用の不安定、奨学金の長期にわたる返済問題と多くの若者が結婚どころではな

いのです。（非正規雇用を生み出したのは自民党が進めた「労働者派遣法」です。）たとえ結

婚しても、「子育てや教育にお金がかかりすぎる」ため夫婦の理想の子どもの数はもてないと言われていま

す。岸田総理は先日の施政演説で子ども子育て政策を最重要視し「次元の異なる少子化対策の実現」をと語

りました。「出産育児一時金の増額や子育て支援金のばらまき」は今までの施策と次元は同じです。次元の

異なる対策とは「若者は正規雇用」「教育費の無料化」と言った大胆な事をやってもらわ

ないと、少子化は改善しないのではないでしょうか。「子どもを産めばお得です。」はチョ

ット言い過ぎですが、子どもを産んでも子育てや教育費の心配をしなくてすむようなシス

テムを待ったなしで作る必要があるように思います。少子化対策は国の最重要課題です。
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1月29日（日）
研修会 4回目 開催される！

コロナ禍ですが、来場とオンライン両方が可能なハイブリッド形式で、講義内容をお母さん達にも
興味のある内容にし、助産師だけでなく、子育て中の方も参加できるよにして開催しました。

赤ちゃんの皮膚トラブルはよく目にします。単な

る生理的な湿疹から、痒みで掻いて真っ赤になって

いたりと色々ですが、お母さん達を悩ませます。そ

のような皮膚トラブルの中に食物アレルギーがあり

ます。食後15分ぐらいに症状が出て来る場合と、1
～2日後に症状が出てくる遅発型もあり、その原因と
なる食品は 1歳までだと 1位鶏卵、2位牛乳、3位小
麦で 3 品合計で約96％を占めます。（1 歳過ぎ成長す
るにつれて木の実や甲殻類が増）

鶏卵・牛乳・小麦いずれも重要な栄養

源となる食品で、食べられないのは困り

ます。できることなら食物アレルギーは

発症してほしくないですよね。

食品アレルギーを未然に防ぐ方法
アレルギーを発症する前にアレルギーの原因とな

る環境中の細かな食物が皮膚から入らないようにす

ることが重要。皮膚にはアレルゲンとな

るのような物質を除去するためのバリア

機能があるのですが、皮膚がカサカサし

ていたり、傷ついていたりするとバリア機能は損な

われます。そのような皮膚の状態の赤ちゃんにはバ

リア機能のためにワセリンを塗るのがまず大事。生

後半年ぐらいは塗り続ける必要があるそうです。（そ

れ以上の期間は反対に問題を発生するので良くない）

皮膚のバリア機能とは皮脂のこと
皮膚は油である皮脂を分泌させて皮膚を保護してい

ます。その皮脂を落としてしまうのが石けんです。

きれい好きな日本人は赤ちゃんをお風呂に入れる度

に石けんを使っていると思いますが、

赤ちゃんの皮膚の汚れは手で洗うぐら

いで充分汚れは落ちるそうです。赤ち

ゃんの皮脂は薄くもろいので石けんを
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他にも離乳食に関する先生の持論も聞け有意義でした。

『乳幼児の脳と身体のつながり』 大阪大学医学学科研究員 松永倫子先生

使ったら間違いなく損なわれるそうです。石けんは

週 1 ～ 2 回ぐらいの使用に控えて、皮膚を守ってく
れている皮脂を石けんで落とさない方が良いのです。

皮脂が充分あればワセリンや保湿剤の

ローションは必要ないのですから。

もし、食物アレルギー症状が出たら
そうやって皮膚を保護しても卵や小

麦牛乳でアレルギーを発症しても怖が

り、「離乳食を遅らせたり、離乳食で完全除去食はし

ない！」が原則です。症状が誘発されない範囲の量

（量を決めるには負荷試験が必要）の原因食物を離

乳食で食べさせ続ける事が重要。慣れてくることで

症状が出なくなり食べれるようになるそうですが、

必ず小児科の専門医と相談しながら実施して下さい。

早期対応で食物アレルギー予防可！
＊生後1～2ヶ月間人工乳を10ｍｌ以上飲ませ続
けることで、牛乳アレルギーの発症が減った。

＊生後3日以内に人工乳を与えなかった場合も牛
乳アレルギーの発症が減った。

＊他にも卵やピーナッツでも成果が出ているそう
です。

感情のコントロールの起源は？
脳が全ての人間の全てをコントロールし

ていると考えられていたが、そうではなく脳は今ま

での経験から予測をする機関であるとわかってきて

いるそうです。予測から行動を起こした結果、予測

と行動の誤差を縮める機関であるのだそう

です。（難しいですね）

赤ちゃんはもう直ぐお腹が空いてくるな

（血糖値が下がる）、寒くっなてきたな（体温が下が

る）と予測すると泣くと言う行動を起こさせます。

それに反応したお母さんに抱かれて温かさを感じた

り、おっぱいをもらえて血糖値が上がり空腹が満た

されます。温かいな、心地よいな、お腹が満たされる

なと言う内受容感覚が得られる。一方で赤ちゃんは

泣くとお母さんに抱っこしてもらえ、声をかけてもら

え、笑顔が見れたり匂いや温かみ感じる外受容感覚を

得ます。それを繰り返すことで赤ちゃんの中では内

受容感覚と外受容感覚が脳の中で統合され、お母さ

んの笑顔や声を聞いただけでお母さんがどういう人

か予測できるようになり、この積み重ねが自分の感

情に気付いたり、感情をコントロールできるように

なる（3～5歳）のに重要な役割を果たすそうです。
そして、それはお母さんでなくても安定して赤ちゃ

んのお腹が空いたという内受容感覚にたいして一定

の人物が繰り返し外受容感覚（笑顔をみせたり、声か

けしたり抱きしめてあげたり）を与えて

満たしてあげることを繰り返すことでお

母さんと同様の効果があるそうです。

（お父さん頑張って子育てに参加しましょう！）

腸内細菌叢と脳とからだの関係は？
赤ちゃんは産道でお母さんの腸内細

菌をシャワーのように浴びながら生ま

れ、生後3～4時間頃には腸内に菌が出
現し、1週間ぐらいで腸内細菌叢は安定して来るそう
です。生後の栄養状態で細菌叢に違いがあっても、

その違いも成長と友に消失し、離乳食を取る頃には

成人のパターンに似てき、3歳頃ぐらいには腸内細菌
叢の基盤ができあがり、将来にわたって影響するそ

うです。現在は腸内細菌叢が脳と行動とどのように

関連性があるか調査されている段階ですが、3～5歳
児で問題行動の多い子どもの腸内細菌叢には炎症に

関連する菌が多かったり、腸内環境を守る菌が少な

かったりすることがわかってきています。又、うつ

や精神的問題を抱える人の腸内細菌叢も同様で、酪

酸産生菌が低く腸内環境が悪いそうです。酪酸産生

菌が低い人は困難からの回復や対応力が低いともい

われています。そもそも腸内細菌叢は食生活の影響

を受けることから、産後うつになる人・ならない人

の食の調査を行うと、魚や野菜の多い日本食の割合

が高い傾向の人ほどうつの割合が低いとの事でした。

日本食は腸内細菌叢を整え、子どもの問題行動を

減らしたり、母親の精神疾患リスクを下げてくれる

可能性があると考えられます。つまり、腸内細菌叢

が脳と体を繋ぐ役割を果たしているとも言えます。

他にも子育てのためになる新情報を色々と聞けました。子育
ては大変です。赤ちゃんの心が育つ重要な時期に親が安定し
た気持ちで子どもに関われるよう、多くの手を借りて昔のよ
うに「共同養育」できるようになると良いですね！

お産子の家イベント
5日(日)8:00 太郎坊に登る会
7日(火)10:30 マミーハウス
13日(月)10:30 ベビーマッサージ

15日(水)10:30 産後セルフ整体
13:30 産前セルフ整体

16日(木)10:30 ヨガ

17日(金)13:30ハローベビー
18日(土)13:30 お産塾
20日(月)10:30バランスボール
25日(土)13:30 八幡ママパパ教室

おっぴあの会イベント
24日(金)13:00親子でバランスボール

野洲兵主コミセンにて

おっぱい塾情報
14日(火)八幡はちはぴ
23日(木)安土コミセン
25日(土)彦根子どもセンター
27日(月)お産子の家
28日(火)水口
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